




















要約:1991 年から 5 年継続事業として秋田県北部ニツ井町の空腹時採血による小中学生の

脂質調査結果(1992 年度分)を報告するが、今回は特にわが町の小児成人病予防対策の実

態の具体的事項を併せて報告する。このような作業を実施するに当たっては実施主体側と

対象者側間に十分なインフォームドコンセントが成立していなければならない。そのため

には時間と労力を借しまず情報提供、説明、意見交換を行なうと共に、常日頃からの相互

連携を確立しておくことが極めて肝要である。

脂質調査と併行して肥満に関しては WHR,%fat も測定したので今年度は特に肥満にマトを

しぼって考察した。


